
環境・リサイクル分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　「 イ ノ ベ ー シ ョ ン・
コースト構想」につい
て、単に震災・原発事
故からの復旧を目指す
のではなく、イノベー
ションにより他地域に
ない発展を目指すもの

であり、大いに期待しています。弊
社も本検討を通じて「イノベーショ
ン・コースト構想」に貢献し、地域
と共に発展したいと願っています。

　複数種の対象樹脂に対して、本プロセスをラボ、
ベンチ、パイロットプラントと規模を大きくしな
がら実証を進めてきました。原材料のリサイクル、
熱エネルギーを効率的に活用するという本プロセ
スの基本原理が、スケールアップしても有効であ
ることが確認できました。
　また、パイロットプラントが本格的に稼働した
ことにより、商業プラント設計のためのデータが
蓄積されつつあります。
 これらの結果として、
当初目標である環境フレ
ンドリーかつ低コストで
ある本プロセスの実用化
の確度が向上しました。

　本検討の環境配慮型合成樹脂製造プロ
セスは、コスト面においても海外競合企
業に対して大幅に優位なものであり、国
際的にも競争力を高められます。本プロ
セスが実用化されると低価格で市場に供
給可能となり、さらなる生産量の増大、
すなわち製造プラントの増設に結び付く
ものと考えられます。合成樹脂は、様々
な製品に使用されており、広範な産業を
支える基礎資材です。産業の基盤として、
福島県浜通り地区に、世界的な合成樹脂
の供給拠点を有する経済的な意味は大き
いと考えます。

　平成 32 年頃本補助事業で得られた知見を活
用して株式会社クレハいわき事業所内に新プラ
ント建設。新プラントの生産規模は、2,000t/
y ～ 10,000t/y 程度を、プラントフル稼働後
の売上規模は 50 億円 /y ～ 100 億円 /y 程度
を想定。また、50 名程度の雇用の拡大を見込
んでいます。

　本検討の対象としている合成樹脂は、現状では海外の競合企業も含め
て類似の製造プロセスで製造されています。本検討の環境配慮型合成樹
脂製造プロセスが完成すれば、環境に配慮したプロセスでかつ生産性が
現行プロセスより大幅に優れ競争力の高い世界初のプロセスとなります。
　自動車等の移動体において、金属を合成樹脂に代替して軽量化する
ことで省エネルギーに貢献しますが、本プロセスにより合成樹脂が安
価に供給できるようになれば、さらに金属から合成樹脂への代替が進
行し、省エネルギーおよび炭酸ガスや有害排気ガスの排出量削減に貢
献するようになります。

　合成樹脂の製造において、未反応の原料はエ
ネルギーを投入し無害化して廃棄処分したり、
原料を反応させるために多大なエネルギーを投
入したりしており、現状では環境負荷の小さな
プロセスとは言えません。未反応原料のリサイ
クル、熱エネルギーの有効利用により環境負荷
の小さいプロセスの確立を目指します。

環境配慮型合成樹脂製造プロセスの開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　現状の合成樹脂の製造において必ずしも原材料や熱エネルギーが効率的に利用されているとは言えません。本
検討では、現行プロセスと比較し、原材料や熱エネルギーをリサイクルすることにより環境負荷が小さく、かつ
生産性を大幅に向上させることにより製造コストの低減が可能な環境配慮型合成樹脂製造プロセスの実証開発を
目指しています。

株式会社クレハ
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株式会社クレハ

① 太平洋に面している浜通りでは、
海を大切にする研究や産業が発
展する素地があると思っていま
す。皆さんの熱い思いで浜通り
を発展させていきましょう。

② プラント建設や運転では、機械や電機の技術者
も必要です。化学に強いクレハですが、機械や
電機に強い人材にも期待します。また、原料面
で協力していただける企業様とは一緒に浜通り
を盛り上げていきましょう！

株式会社クレハ
総合研究所
山根和行

図 海洋汚染課題への取り組み

■ 製造装置に原料を連続的に投じ、反応
条件を制御することで安定的に生分解
性プラスチックを製造する技術を確立
しました。これにより事業化する際の
必要量に応じたスケールアップが可能
となります。

■ 超微小なプラスチック粒子の製造法を
開発しました。これにより、ユーザー
での評価を開始す
ることができ、事
業化検討に向け大
きく前進しました。

■ 新規の環境適合性樹脂とそれを用いた
商品化の研究開発及びそれらの生産活
動をいわき市にて実施すると、雇用の
拡大が図れ、経済活動の活性化へ貢献
できます。

■ また、本生分解性プラスチックの原料
について、浜通り地区の化学メーカー
から調達の可能性を有しており、品質・
コスト面で目標値に入ってくれば原料
から製造まで拡げて浜通り地区の産業
復興に寄与できます。

　事業化決定後 2030 年ごろまでには、用途の拡
大を見据えつつ普及させ、収益化を目論みます。

■ 開発中の生分解性プラスチックはこれまでは研究段階の製造法しか
報告されていませんでした。そのため実用化・事業化にあたって工
業的製造方法の確立は必須であり、重合反応を見直し工業的な生産
方法を開発します。

■ 海洋ゴミになりやすいプラスチックとして洗顔剤などに用いられる
0.3 ミリ程度の微小プラスチック（スクラブ材）がありますが、そ
れよりさらに超微小なプラスチック粒子もファンデーションなどの
化粧品に日常的に使用・消費されており、欧州ではこれら化粧品用
マイクロプラスチックの規制も検討が開始されています。そこで生
分解性樹脂の超微小微粒子への加工技術を開発します。

■ 事業化に向けた品質とコストで生産可能な、
生分解性プラスチックの工業的製造技術の確
立を目指します。

■ 生分解性プラスチックの用途に適合した加工
技術の開発を目指します。

新規な環境適合性樹脂の開発

　私どもが日常に使用するプラスチックは年々消費量が高まっており、世界で３億トンにも達するとも言われて
います。そのうち、１千万トンほどは海洋に流出しているとの試算もあります。この海洋に浮遊するプラスチッ
クゴミによる海洋汚染はどんどん深刻になってきております。クレハは、一般家庭で日常品に使用されたのち、
万が一海洋に流れ出ても海を汚さない “生分解性プラスチック ”を開発しています。
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プラスチック粒子
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




